
広島女学院

同窓会報 花あや め
Vol.6 

2018(平成30)年10月20日

広島女学院同窓会発行
〒730-0014

広島市中区上熾町11-32

2018年度年間聖句

一つ の部分が苦しめば、すべて の部分が共に苦しみ、

一つ の部分が誼ばれ れば、すべて の部分が共に喜ぶの で す 。
コリントの信徒への手紙I 12章26節

自由へと召される

前広島女学院中学高等学校校長 星浬f 晴':jミ先生

毎年、クリスマス礼拝の中で高校生全員が歌うヘンデルの「ハレルヤ」の大合唱は、女学院生の歌声が

輝くー大イベントです。41年前、音楽科の新任として人った私はその練習を任され、一斉練習で短時間に数

百名を訓練する難しさと、放課後残されて少したいぎそうな 生徒を前に戸惑っていました。懸命に指導した

つもりですが、歌声は小さ＜積極性も認められません。意義が感じられず、聖書科の藤川辰夫先生に「来

年はやめたい」と相談したほどでした。そんな折、県の音楽教育研究会で、ある公立高校の新任の先生に

よる男子20名程の授業を参観しました。公開の参観授業というのに生徒は私語はするし歌声も小さく、授

業は失敗だったなと 気 の毒に思っていたところ、続＜研究会の冒頭でこの先生は「今Hは本当に良い授業

が出来ました」と満面の笑顔です。 あっけにとられました。彼にとって音楽の授業はいつも教室に来ない 生

徒を探しまわることから始まり教科書など持っても来ない。他校の先生方が来られるこの研究授業を機に、

「時間通り全員音楽室に、教科書を持って来よう」と何度も生徒と確認しあってきたところ、何とこの日生

徒は約束を守ってくれた、というのです。私は女学院という恵まれた環境に居て、異なった環境にある人の

苦労が見えていなかった自分を恥じると同時に、この先生が生徒達を動かしたエネルギ一を私もあきらめ

ずに生徒に注いだら、女学院生は驚くようなレベルのものを作り上げられるはずだと直感しました。生徒に

カが無いのではなく、自信を失った教師の心が生徒に投影されていたことに気が付いたのです。

私たちは頑なになって心の自由を失っていることに気 付かないことが多いのです。聖書には「兄弟たち、

あなた方は自由を得るために召しだされたのです 」（ガラテヤの使徒への手紙5 :13) とあります。主ィエス

は十字架に自らの自由を犠牲にし、復活を通して私たちに真の心の解放を与えてくださいました。このイ工

スの召しに応えて、真に自由で豊かな人生を歩んでくださることをお祈りします。

（今年3月1日 、 高校卒業礼拝でのあいさつより）












